
■ 2024 年度　 事業報告書  （ 単位： 百万円）

事業名称 事業実績等 予 算 実 績 差 異

１  

第
３
期
認
証
評
価
結
果
へ
の
対
応

1）  学修成果把握のためのアセスメ ン ト

システ ムの導入と 実施

2） 学部収容定員充足率の適正化

3） 大学院収容定員充足率の向上

1 ）   学部 3 年生を 対象と し た 外部アセス メ ン ト を 実

施し ま し た。 結果は内部質保証推進委員会に報

告さ れる と と も に、 全学的な 報告会を 通じ て学

部・ 学科にフ ィ ード バッ ク さ れまし た。

2 ）   入学者数が目標入学者数を 上回っ た こ と も あ

り 、 結果、 収容定員超過率 121 .1 % と な り 、 引

き 続き 、 適正な定員管理に努めます。

3 ）   収容定員充足率は 26 .3 % （ 博士前期課程） と な

り 、 引き 続き 、 定員充足率の向上に 努めま す。

志願者増加につな がる 情報提供のために HP の

改修を 行いまし た。
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２  

教
育
力
の
強
化

1）  令和 6（ 2024） 年度新カ リ キュ ラ ム

施行

2）  全学共通カ リ キュ ラ ムの将来構想の

提示

3）  多様な メ ディ ア を 用いた 授業実施の

支援

4 ）「 教学 IR 体制」 の整備

1）   カ リ キュ ラ ムの着実な履行のた めの点検・ 評価

を 行いま し た。

2）   全学共通カ リ キュ ラ ムの組織的な 点検を 続けな

がら 、 将来構想について 引き 続き 検討を 進めま

す。

3）   委託専門業者によ る 円滑な授業実施への支援に

努めまし た。

4）   IR 体制強化のための研修、 各部局から の要請に

基づいた情報分析と 分析結果の提供を 行いま し

た。 ま た、 H P 上で フ ァ ク ト ブ ッ ク の公開を 行

いま し た。
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３  

学
生
支
援
の

強
化

1）  「 学生サポート 体制」 の整備と 強化

2）  キャ リ ア形成支援

1 ）   障がいのある 学生の修学支援ではスタ ッ フ 体制

の強化を 図り ま し た。 講演会の実施によ る 啓発

に努めまし た。

2 ）   DX 推進によ り 、 学生に対し て よ り 利便性の高

い情報提供が可能と なり ま し た。
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４  

入
試
制
度
・
入
試
広
報

の
強
化

1）  志願者増加策、 安定し た 入学者の確

保

2）  「 獨協大学の国際化推進のためのアク

ショ ン プラ ン 2 021」 の遂行

1 ）   効果的な広報に加え、 本学の受験資格と なる 外

部検定試験のス コ アや入試制度の見直し など を

行い、志願者数（ 含む推薦等入試） は 24 ,2 0 0 名、

入学者数は 2 ,0 7 6 名と なり ま し た。

2 ）   「 獨 協 大 学 の 国 際 化 推 進 に 関 す る ビ ジ ョ ン

（ 2014 ～ 2024）」 に つ い て の総括と 、 新た な

ビ ジ ョ ン 策定について の検討が行われま し た。

また、 新たに海外 3 大学と の協定を 結びまし た。
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人
事
（
組
織
）

1）  「 ハラ スメ ン ト 防止体制」 の整備、 諸

規則の施行

2）  新たな人事制度の調査、 検討

3）  獨協ア カ デミ ッ ク サポート サービ ス

株式会社（ DASS） の積極的活用

1 ）   「 ハラ スメ ン ト 防止等に関する 規程」 の運用を 開

始し 、 ハラ スメ ン ト 対策委員会が設置さ れま し

た。

2 ）   「 基本計画に 基づく 専任事務職員の人事制度の

再構築検討部会」 が設置さ れ、「 標準職務表の整

備」 等に着手し まし た。

3 ）   教育支援、 入試広報等、 幅広く 業務を 委託し 、

効率化を 図り ま し た。
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既
存
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効 

率
化
、
機
器
整
備
計
画
の
検
証

1）  情報基盤ネッ ト ワーク と 事務シ ス テ

ムの安定稼働

2）  重複し た 教育ツ ールの見直し に向け

た準備

3） 情報セキュ リ ティ 強化

1）   計画に基づく 保守点検、 更新を 進め、 安定稼働

に努めまし た。

2）   類似機能を 持つ教育ツ ールを 整理し 、 その移行

作業を 行いまし た。

3）   「 獨協大学情報セ キュ リ テ ィ に関する 基本方針」 と

関連諸規程を 策定し まし た。 その他、 セキュ リ テ ィ

対策にも 努めまし た。
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６  

既
存
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効 

率
化
、
機
器
整
備
計
画
の
検
証

4） 省エネルギーの推進

5） 既存施設設備のメ ン テナン ス

4）   休業期間中の教室棟閉鎖等、 省エ ネルギーの推

進と 、 SDGs 報告書を 通じ た啓発に努めまし た。

5）   天野貞祐記念館 GHP、 東棟 EHP 他の更新を 行

いま し た。 ま た、 今後の光熱費高騰、 蛍光灯の

製造終了に備えて、 照明機器の LED 化を 計画よ

り 前倒し で進めまし た。
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財
　
務

1）  寄付金募集事業の継続と 積極的運用

2）  中央棟既存施設建替え資金の積増

3）  経常費補助金の獲得強化

4）  経費削減

1）   「 獨協大学学生サポート 寄付金」 の用途と し て、「 国

際奨学金」、「 学友会発会 60 周年記念事業」 など

に充当し 、 有効に活用し まし た。

2）   中央棟の将来計画に備えた資金と し て、 第 2 号基

本金引当特定資産と 校舎等建設引当特定資産をそ

れぞれ 1 億円、 減価償却引当特定資産を 3 億円

積み増し まし た。

3）   着実なポイ ント 加点によ り 、「 教育の質に係る 客

観的指標」 はマイ ナス枠から 脱却し 、 その他の査

定区分でも 改善と なり まし た。 一方、C 区分では、

減率が後退し まし た。 補助金獲得について、 引き

続き 強化に努めます。

4）   支出全般については、 業務の効率化や更なる経費

削減に努めまし た。
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■ 2025 年度　 主要事業計画書 （ 単位： 百万円）

事業名 事業内容 2025年度予算

１  

第
３
期
認
証
評
価 

へ
の
対
応

1）  学修成果把握のた めの外部ア セ スメ ン

ト テスト 等の実施

2）  学部収容定員に対する 在籍学生比率の

適正化

3）  大学院収容定員充足率の向上

1）   学修成果把握のためのアセス メ ン ト プ ラ ン に基づく アセ

スメ ン ト テ スト の実施

2）   学部の収容定員を 考慮し た入学目標者数の設定

3 ）   ホームページ、 広報媒体への掲載等によ る 情報提供

37 .4  

ー

2 .4

合　 計 39 .8  

２ 

教
育
力
の
強
化

1）  2 0 2 4 年度カリキュラムの着実な履行と点

検・ 評価

2）  教学マネジメント 体制の整備・ 充実

3）  全学共通カリキュラムの将来構想

1）  教育効果の点検評価と 年次進行の準備

2）   各種アセスメ ン ト によ る 学修成果の可視化「 教学 IR 体制」

の整備

3）   全学共通カ リ キュ ラ ムの恒常的な点検評価
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３  

学
生
支
援

の
強
化

1）  本学に適し た奨学金制度の構築

2）  キャ リ ア支援の強化

1）   募集条件等の見直し によ る 奨学金支給希望学生への支援

2）   DX 促進によ る キャ リ ア支援の拡充

566 .8  

 

1 .3  

合　 計 568 .1  

４  

入
試
制
度
・
入
試 

広
報
の
強
化

1）  志願者増加と 目標入学者数の確保

2）  入試制度の継続し た見直し

1）   効果的な広報活動

2）   入試制度の検証
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1 .1

合　 計 117 .1  

５  

国
際
化

推
進

1）  現行ビ ジ ョ ン の後継と な る 新た な国際

化推進のた めの長期ビ ジ ョ ン 及び中期

計画の策定・ 実行

1）   国際交流に関する 中長期的な 展望に基づいた計画の実施

新たな国際奨学金の創設等

14 .3  

合　 計 14 .3  

６ 

人
事
（
組
織
）

1）  女性の活躍や次世代育成の支援

2）  新たな人事制度の調査、 検討

3）  キャ リ ア・ デベロ ッ プ メ ン ト ・ プ ロ グ
ラ ムに基づく 人材育成制度の構築

1）   誰も が働き がいが持てる 環境整備

2）   誰も が働き がいが持てる 制度の構築

3）   一人一人の自己実現に寄与する 人材育成制度に向けた調
査・ 検討
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3 .2  

合　 計 4 .7  

７  

既
存
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効

率
化
、
機
器
整
備
計
画
の
検
証

1）  中央棟の将来計画の策定

2）  省エネルギーの推進

3）  既存施設設備のメ ン テ ナン ス

4）  情報基盤ネッ ト ワーク の安定稼働

5）  情報セキュ リ ティ の強化

6） ICT を 活用し た業務効率化

1）   外部コ ン サルテ ィ ン グ会社を 用いた中央棟の将来計画の

策定

2）   省エネルギーの推進と 啓発

3）   施設設備の予防保全型管理によ る メ ン テナン ス

4）   計画に基づく 保守点検・ 更新等

5）   関連規程に基づいた情報セキュ リ ティ の強化

6）   ICT ツ ールを 用いた業務の効率化
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財
　
務

1）  経常費補助金の獲得強化

2）  寄付金募集事業の強化

3）  中央棟の将来計画に要する 資金積み増

し

4）  経費削減

1）   「 教育の質に係る 客観的指標」 に関する ポイ ン ト 獲得のた

めの積極的取り 組み

2）   外部資金獲得強化の一環と し ての「 獨協大学学生サポー

ト 寄付金」 事業への積極的取り 組み

3）   将来計画に備えた計画的な特定資産の積み増し

4）   業務の見直し と 経費に関する 適正価格の把握等によ る 経

費削減

－

 
0 .8

4 0 0

－
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